




要約:乳幼児歯科保健の真の目的は咀嚼器官の健全な発育に向かって、母と子との、それぞ

れの動機を誘発し、その持続を図り、このための能力を開発することにある。このような

ことを目的として、本研究班では、沖縄県宮古地方に設定した 2つのモデル地区において、

昭和 59 年産より 5年間にわたる総合的歯科保健計画の試行を続けてきている。研究プロジ

ェクトの最終年度にあたって、ここでは、齲蝕、歯周疾患、食生活などに関連して 9つの

主題について報告する。 


